
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８２回アジアビジネス探索セミナーのご案内   （ページ２） 

激変するアジアを追いかけてみませんか 

新会員紹介「皆様、はじめまして。 石垣直也と申します」 （ぺーじ４） 

 

東日本大震災から十年、復興支援活動に対する岩手県知事 

からの感謝状                  （ページ６） 

 

２０２１年版『中小企業白書』で事例紹介されているコロナ禍のも

とで頑張る中小企業―「不況期に自社を見つめなおし、あえて投資

や教育に取り組み次の戦略を描く企業」      （ページ７） 
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－ 第８２回アジアビジネス探索セミナーのご案内 202１/９/１７ 

激変するアジアを追いかけてみませんか 

                   アジアを活用した新しい企業、日本人の生き方を探る 

                  

● アジアビジネス探索セミナー      発行人 増田 辰弘 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

毎月のようにアジアに出かけておりますと、気が着くのは変化が大変大きな

アジア経済です。新しいビジネスの流れをゲストを招いたかたちで探索する

「アジアビジネス探索セミナー」を企画いたしました。ご興味をお持ちの方は

ぜひご参加ください。 

 

第８２回 アジアビジネス探索セミナーのご案内 

日 時   ２０２１年９月１７日（金）１８：００－２０：００  

場 所   中央区八重洲 1－８－１７ 新槙町ビル６Ｆ 

（八重洲地下街１８番出口直通） ０３（５５４２）１９８９ 

ビジネストランスファー会議室（東京駅八重洲北口徒歩１分） 

 

１ 現在の香港ビジネスの現況と今後の日系企業の動向 

― 香港におけるビジネスのハブ機能は生き残れるのか ― 

 （株）ジャパンアセットマネジメント  

ファイナンシャルアドバイザー 小島 圭介 

２ アジアで動くデジタル通貨  

（１）カンボジア中銀のデジタル通貨の導入状況 

             ソラミツ（株） 社長  宮沢 和正 

 （２）中国の人民元デジタル通貨の動向 

             （株）ユニファイドブレイン社長  粕谷 重雄 

３ 会費 ３，０００円 

（当日、受付でお支払いください。） 

 

※     お申し込み/お問い合わせ先 

 氏名とさしつかえなければ、所属先、部署・役職、ご連絡先を明記の上、 

 メールあるいはＦＡＸで 事務局までお申込ください。事前の申込をお願い

いたします。 
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 ◆メール配信について 

 このセミナーはアジアビジネス探索セミナー開催実行委員会が主催していま

す。 

 

第８３回１１月１９日（金）、第８４回３月１８日（金）第８５回５月２０日

（金）、第８６回９月１６日（金）、第８７回１１月１８日（金） 

 

次々回の予定   第８３回 アジアビジネス探索セミナー 

日 時   ２０２１年１１月１９日(金) 

１８：００－２０：００  

場 所   中央区八重洲 1－８－１７ 新槙町ビル６Ｆ 

（八重洲地下街１８番出口直通） ０３（５５４２）１９８９ 

ビジネストランスファー会議室（東京駅八重洲北口徒歩１分） 

 

アジアビジネス探索セミナーのホームページを変更いたしました。 

https://asiabizx0188.web.fc2.com/book.html 

https://sites.google.com/view/ajiabusinessexploreseminar/%E3%83%9B%E3%

83%BC%E3%83%A0?authuser=1 

 ユーチューブチャネル「アジアビジネス探索セミナー」 

https://www.youtube.com/channel/UCQm_z71p-sdBdeK8aiJ-FXA 
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※     ◇◇９/１７(金)1８：00～ 「アジアビジネス探索セミナー」参加申込書 

氏名： 

会社名： 

部署/役職： 

TEL：e-mail： 

--------------------------------------------- 

※        送付先・   アジアビジネス探索セミナー事務局 

０９０－４１２４－２４９６     ＦＡＸ０３（３６５９）７０７７ 

e-mail.   i-daruma@igarashireport.com 

https://sites.google.com/view/ajiabusinessexploreseminar/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=1
https://sites.google.com/view/ajiabusinessexploreseminar/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=1
https://www.youtube.com/channel/UCQm_z71p-sdBdeK8aiJ-FXA


皆様、はじめまして。 石垣直也と申します。 

今回は、この場をお借りして自己紹介をさせて 

いただく機会を提供くださり大変感謝申し上げます。 

 

【自己紹介】 

経歴含めて私の自己紹介をさせていただきます。 

１９８２年 宮城県仙台市で生まれました。 

私が育った街は仙台から一番近いと言われる温泉がある街で小さいころから

物心つくまで川、山、田んぼ、畑などが主な遊び場でした。 

高校生ぐらいからパソコンに興味を持ち始め、最初に購入したパソコンは自分

で組み立てる自作 PC でした。 

 高校卒業後これからはパソコンを利用した仕事が中心になってくると思い、

情報システム科がある専門学校へと進学しました。授業で習うことと、インター

ネットの世界に魅了され、特にインターネットラジオの世界が楽しく毎日２時

間以上聞いてくれる方向けに配信などを行ったりしていました。 

 

 専門学校を卒業したあとは、修士課程修了を目指すため、フィルム印刷という

仕事に就きましたが仕事が大変過ぎて大学は中退し、仕事も辞めて改めてシス

テム開発会社に就職いたしました。システム開発会社では、主に企業内で利用す

る業務システム開発というものに携わせていただき、特に医療系会社様が多く、

国内大手内視鏡メーカー様、外資系製薬メーカー様が社内で利用するシステム

の社内システムエンジニア支援業務を長年経験しました。 

独立するまで努めていた企業では、未上場から上場するまでの社内内部統制

構築、システムを活用した業務効率改善、営業トレーナ、営業企画など多岐に渡

る業務に従事いたしました。 

 

【事業紹介】 

 ２０１９年に個人事業主として独立し、システムエンジニアとしてシステム

開発からシステム運用、工程管理、企画制作、システムセキュリティ対策、会社

ホームページ作成、SNSマーケティングなどシステム開発に関わる業務全般に携

わらせて頂いております。 

 諸先輩方から「個人事業主より株式会社の方が社会的信頼性は高いから法人

化を検討しなさい」とアドバイスをいただいており、近い将来法人化することを

考えております。 
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これから特に注力していく事業としては「システムエンジニア向けコミュニ

ケーションスキル向上研修事業」です。 

 

これまで幾多あるシステム開発に携わって来ましたが、システム開発現場の

職場環境が悪く、メンタルヘルスに異常を訴える方を多く見てきました。実際、

システム開発現場ではコミュニケーションミス・ロスが発生し会話をすること

さえ嫌になり、メールやチャット（業務効率改善の場合も）でコミュニケーショ

ンを済ませる。という方も多いです。 

 

私自身も営業トレーナの研修を受けるまで、どちらかというとコミュニケー

ションが苦手なタイプであったと振り返ることができます。 

しかし、コミュニケーションする際にある一定のルールを守って接すること

でコミュニケーションが円滑になり、自分が伝えたいことが伝えられるように

なり、これまで苦痛であると感じていた環境で心地よく過ごすことも可能にな

ります。 

 

【これからの豊富】 

 私には夢があります。それは、システムエンジニア現場で見かけるミスコミュ

ニケーションを減らし、システム開発現場が明るくなり、メンタルヘルスの健康

維持をすることです。 

そして、これから IT導入を検討している企業様に対して、これまで経験して

きたことや培ってきた社内システムエンジニアの知識を生かし不要なシステム

投資をすることなく、その時に最適なシステム投資が行えるように支援するこ

とです。 

  

 最後に私の社会的な活動と連絡先について紹介させていただきます。 

  

公益社団法人 日本青年会議所 

 

２０２１年度関東地区神奈川ブロック協議会 

かながわ発信委員会副委員長 

 Email flame.rockwall@gmail.com 

        090-3692-6154 

  

 皆様よろしくお願い申し上げます。 
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10年前の東日本大震災後の復興支援活動として、イグレンでは独自のネット

ワークを活用し、廃棄対象になっていた機械備品を釜石市の被災した中小企業

者に提供する等の支援活動を行いました。重量物のため搬送費用が大変でした

が、目的が復興支援だということで、県が全面的にバックアップしてくれまし

た。まだまだ本格的な復興への道のりは大変だと思いますが、大災害の教訓を

風化させないためにも今後も連携を進めていきたいと思います。 
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事例2-1-3：株式会社樹研工業 

「不況期に自社を見つめ直し、あえて投資や教育に取り組み次の戦略を描く企

業」 

・所在地：愛知県豊橋市 ・従業員数：80 名 ・資本金：7,900 万円 

・事業内容：プラスチック製品製造業 

射出成形のソリューションメーカーとして医療分野にも進出 

愛知県豊橋市の株式会社樹研工業は、100 万分の１グラムの精密歯車やナノ

切削加工を得意とする射出成形の極小樹脂部品加工メーカー。オイルショック

以後は、小物部品に焦点を絞り、精密機構部品を多く製造してきた。近年は、

光学部品や医療機器部品などを戦略的に増やしてきており、現在は医療分野の

構成比が全体の売上高の30％を占める。 

感染症流行下では、2020 年７月・８月の全社売上高が前年同月比で80％減

になったのを底に、2021 年２月時点では前年同月比で10％減まで回復してお

り、今後も回復は進むと予想している。利益率が高い医療分野が、収益を下支

えしている。 

外部環境が厳しい時にこそ投資は継続する 

不況に耐性のある企業として周囲から評価される一因としては、自己資本比

率の高さがある。同社は先代の頃から現在まで安定して50％前後の自己資本比

率を保つ。その背景には、厳しい事業環境下でも投資や教育を継続し、成長を

続けてきた歴史がある。 

先代社長の時代、リーマン・ショックや東日本大震災の際に事業が伸び悩む

中、あえて投資を継続し、事業の幅を広げることで成長を実現してきた。現在

の松浦直樹社長も、独自の考えの基に、設備投資や人材投資の更なる強化を図

っている。強みである超精密切削加工技術をいかしてCERN（欧州合同原子核研 
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究機関）の加速器プロジェクトに参画するなど、常に新分野に挑んでいる。 

また、人への投資も重要と考え、感染症流行下では受注減で一時的に業務量

が減った時間を活用して、若手社員を中心に射出成形を基礎から学び直しても

らえるよう、オンラインセミナーの受講を推奨したり、外部講師を招いての学

習機会を増加させたりした。社員からは顧客ニーズに合わせた新しい提案など

早速学習の成果が出てきている。 

時機を捉え、課題解決策や新規事業案などを具現化 

同社は不況期に限らず、常日頃からアイデアを探し、「宿題」としてリスト

にしている。松浦社長は、平時は安定しているので、できるだけ顧客視点での

操業に集中する一方、不況期には内部改革を進め、その上で出てきた課題解決

策や新規事業案などを具現化していくチャンスと捉えている。「投資に踏み切

るタイミングは『やろう』と思った時がタイミングだが、その意思決定に向け

て、社員とともに課題解決策や新規事業案をじっくり考えることが重要。感染

症の流行のように大きな出来事の後は、社会通念や価値観が変化する。今はそ

の変化に適応していくために、戦略を見直して投資機会を見定める期間だと思

っている。」と松浦社長は語る。 
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